
研究課題名

RESET試験：
実地臨床におけるエベロリムス溶出性ステント (XIENCE V™) とシロリムス溶出性ステント

(CYPHER SELECTTM＋ステント)の有効性および安全性についての多施設前向き無作為化
オープンラベル比較試験：長期追跡試験

研究の方法

2010年2月から7月に冠動脈疾患に対して冠動脈ステント留置術を受けら
れた患者様のうち、RESET試験に参加された患者様を対象に術後7年から
10年の診療録と治療経過のデータを収集、解析します。本研究は、京都大
学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院医の倫理委員会の承
認を得て実施されています。
研究に際しては、個人情報保護の観点から氏名の匿名化がなされ、セキュ

リティーのかかったデータベース上で管理されていますが、試験参加については
拒否の機会が保障されています。
この件についてお問い合わせがある場合には、下記連絡先までお問い合わせく
ださい。

研究責任者：京都大学医学部附属病院 循環器内科 木村 剛

研究事務局：一般財団法人 生産開発科学研究所

済生会熊本病院 研究担当：循環器内科 坂本知浩

問い合わせ先：循環器内科 医局 TEL: 096-351-8513 

研究の目的

冠動脈疾患（狭心症や心筋梗塞など）に対して冠動脈ステント留置術
を受けられた患者様で、薬剤溶出性ステントを比較する臨床試験である
RESET試験に参加された患者様の7年から10年までの長期の治療成績を
明らかにすることを目的としています。このことにより、薬剤溶出性ステント留置
後に問題とされている遅発性ステント血栓症などに関する長期の安全性を検
証することが可能になると考えられます。

研究成果発表

学会等や誌上での報告を行います。個人名や個人情報が公表されることは
ありません。


